
- 1 -

Ｈ２６年

１０月号
９月２６日

発行

朝夕の涼しさの中に，秋の深まりが感じられるようになりました。とはいえ，日中

はまだ暑さが厳しく，空気が澄んできただけに，日差しのきつさを感じています。

そうした中，９月２８日の運動会に向け，児童は暑さに負けず，毎日練習に励んで

きました。今年のスローガンは「何にでも挑戦 豊っ子たち」です。各学年でそれぞ

れに工夫をこらし，精一杯がんばって，これまでの練習成果を発揮しようと取り組ん

でいます。きっと素晴らし運動会になるでしょう。もち

ろん運動会当日も大事ですが練習の過程を大切にしたい

です。演技で競い合うこと，友だちと協力すること，そ

れぞれに持ち場があり，自分の役割に気づき自分を表現

することを目指しています。低学年のかわいらしさ，中

学年の元気さ，高学年のたくましさに声援を送っていた

だきたいです。小学生のよさは教えてもらったことを素

直にまじめに取り組むことができることだと思います。２学期が始まって早々に練習

に取り組んできたことが一人一人の自信につながっていると思っています。子どもた

運動会を間近に控えて， 練習にも熱が入ります。体育の時間はちは 熱く燃えています。

もちろん，休み時間にも組体操の練習をしたりリレーのバトンパスの練習をしたりと，と

ても頑張っています。練習の中で，気づいたことをお互いに話し合ったりアドバイスを出

。 。し合ったりと練習の質にも高まりが見られます 成長している一コマを見た気がしました

また，練習に先駆けて，全校で運動場の石拾いをしたり

草抜きをしたりと気持ちよく運動会に臨めるように心身

ともに頑張っています。さらに，今年度は，運動会前に

運動場の土ならしやミストシャワーを付けていただいた

りしました。ミストシャワーの設置も数メートルだけな

ので十分ではありませんが，それでも何となく涼しい感

じがします。２８日には，児童も職員も家族・地域のみ

なさまも共に一つになって心に残る素晴らしい運動会になるようご声援をよろしくお願い

します。
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日 曜 行 事 日 曜 行 事

（ ）１ 水 集金・ベルマーク 金 ★秋の校外学習17 １・３・４年
２ 木 学区巡回 土18
３ 金 避難訓練 日19

集会朝会 代表委員会・委員会４ 土 月20
（ ）５ 日 豊学区運動会 火21 2 1年校外学習 読み聞かせの会 年

６ 月 児童朝会 クラブ活動 水 ﾍﾟﾀﾝｸ22 ５年社会科見学
中学校区陸上運動記録会 音楽の部屋７ 火 読み聞かせの会（ 年） 木2 23

（ ）８ 水 修学旅行 ﾍﾟﾀﾝｸ 金24 参観・懇談 学校公開日 4 5～ 校時

14:45 15:00９ 木 修学旅行 給食試食会 音楽の部屋 下校 ﾊﾞｽ
金 ﾌｧﾐﾘｰﾃﾞｲ 評議員会 土10 PTA 25
土 日11 26
日 月 地区別児童会 地区児童会12 27
月 体育の日 火13 28
火 第 回運営協議会 水14 2 29
水 開校記念式 全校あいさつの日 木 研究会（道徳教育）15 30
木 学区巡回 (幼稚園運動会) 金16 31

★＝１７日は校外学習のため学年によって下校時刻が変わります。
１１月の主な行事等 ６日（水）なかよしﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（なかよし学級）

１５日（土）音楽・学習発表会（２学期土曜授業日）
２７日（木）人権教育研究会

9月になってすぐに「防犯教室」を

行いました。今までも定期的に行っ＜創立 周年記念メモ＞130 ⑥

てきましたが，今回，倉敷の事件を

受けて改めて早急にやらなければと

130周年ということで，着々と事業が進んでいます。 思い9月８日に実施しました。

今月は，開校記念式を計画しております。 「いか・の・お・す・し」を教えていただ

10月15日（水）の8時45分から9時15分です。 き，捕まりそうになったときの逃げ方

記念式の場所は体育館です。以前作られた「学校 を詳しく教えていただきました。

のくすのき」の歌を歌ったりお話を聞いたりします。１００ また，各町内会長様に

周年の時に作られ歌われた歌だと聞いています。 お願いしている通学

保護者の方も参加していただいて結構ですのでどうぞ 路等での気づきに

おいでください。一緒にお祝いしましょう！１００周年の ついても何か所か

頃の校舎の写真と現在の写真とを見比べると，体育 気になる点を教えていただきありがた

館横の大きなくすのきはなくなっていますが，運動場 いと思っております。木がうっそうと茂

体育倉庫横のくすのきが大きく育っている様子がよくわ っていて見通しが悪いところなど児

かります。このくすのきには１０年後も２０年後も，豊の 童への注意もしていきたいと思いま

子どもたちをずっと見守っていてほしいと思いました。 す。学校と地域・家庭みんなで子

どもたちの安全を見守りましょう。


